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年度末報告書（実⾏団体⽤） 
※報告書内の⻘⽂字は説明内容、⾚⽂字は⽂字数上限になりますので提出時には削除してください。 

 
１年⽬ 年度末報告書 

1．事業名 児童養護施設等を退所後に困難を抱えた若者⽀援の充実・強化事業 
2．実⾏団体名 特定⾮営利活動法⼈⼦どもシェルターモモ 
3．実施期間 2020 年 8 ⽉〜 2023 年 3 ⽉ 
4. 報告期間 2020 年 10 ⽉ 1 ⽇〜2021 年 3 ⽉ 31 ⽇ 
5.事業進捗に関する報告（概要）  進捗状況 
中⻑期アウトカム 
岡⼭において、社会的養護を退所した⼦ども・若者たちが、社会で孤⽴せ
ず、⼀⼈ひとりが⽣きがいを持ち、地域⽣活を送ることができるようにな
る。 

 

短期アウトカム 
拠点が整備される 
・拠点の確保状況  
・⽀援⼈材の育成状況 
・⽀援者どうしの連携機会提供数 
社会的養護を経験した⼦ども・若者が適切に相談できる場所ができること
で、相談対応体制が整う 
・社会的養護を経験した⼦ども・若者が適切に相談できる場所の認知度 
就労⽀援の内容が充実することで、⼦どもたちの職業選択の幅が広がる 
・拠点内作業スペースの設置状況 
・受け⼊れ先企業の確保数 
・⾼卒認定試験受験者数 

 
 
計画より進んでいる／計画どおり進んでいる／計画より遅れている／その他（ ） 
計画より進んでいる／計画どおり進んでいる／計画より遅れている／その他（ ） 
計画より進んでいる／計画どおり進んでいる／計画より遅れている／その他（ ） 
 
 
計画より進んでいる／計画どおり進んでいる／計画より遅れている／その他（ ） 
 
計画より進んでいる／計画どおり進んでいる／計画より遅れている／その他（ ） 
計画より進んでいる／計画どおり進んでいる／計画より遅れている／その他（ ） 
計画より進んでいる／計画どおり進んでいる／計画より遅れている／その他（ ） 
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アウトプット 
１．アフターケア事業を継続して⾏うことができる 
・拠点を活かし⼦どもの⾃⽴の準備が整う 
・⼗分な⾃⽴⽀援が提供できる 
２．⼈材養成講座を実施する 
・平⽇⽇中の活動に必要なスタッフ数が確保できる 
・⾮常勤スタッフやボランティアの関わり数が増え、⽀援が充実する 
３．各養護施設に配置される⾃⽴⽀援コーディネーターとの合同研修を実
施する 
・関係機関が連携して⾏うアフターケア⽀援の仕組み形成 
４．企業など、関連機関との⽀援ネットワークの構築 
・就業機会の提供等協⼒率が⾼まる 

 
 
計画より進んでいる／計画どおり進んでいる／計画より遅れている／その他（ ） 
計画より進んでいる／計画どおり進んでいる／計画より遅れている／その他（ ） 
 
計画より進んでいる／計画どおり進んでいる／計画より遅れている／その他（ ） 
計画より進んでいる／計画どおり進んでいる／計画より遅れている／その他（ ） 
 
 
計画より進んでいる／計画どおり進んでいる／計画より遅れている／その他（ ） 
 
計画より進んでいる／計画どおり進んでいる／計画より遅れている／その他（ ） 

6.事業進捗に関する報告（詳細）  
■拠点の整備 
 事業開始直後より⽀援拠点としてふさわしい条件の物件探しに着⼿したが、2020 年度中に希望に適う物件を取得することができなかった。不動産会社各社

が、新型コロナウイルスの感染拡⼤防⽌策として臨時の休業・開業時間の変更等の措置を取っており、情報提供の返答に時間がかかる場合や、物件情報の更
新が遅れている等の影響があったほか、団体としても積極的に不動産会社各社を訪ねたり、物件を探し歩いたりすることができなかった。 

 物件情報の募集については、公平性を期すため団体のウェブサイト上へ公募情報を掲載し、広く情報の提供を呼び掛けた。https://shelter-momo.org/cgi-
bin/topics/index.cgi?c=zoom&pk=84 拠点を利⽤する⼦どもたちの利便性、通学・通勤や通院等の社会⽣活に適した場所の情報収集を継続した。 
また 2020 年末ごろより、JANPIAの仲介により地元事業者である岡⼭の不動産会社を紹介いただき情報提供の協⼒を受けたが、不動産業の繁忙期と重なった
ことや物件供給のピーク時期を逃しており、希望する情報は⾒つからなかった。 
2021年 1 ⽉ごろになり条件に適う物件が⾒つかったが、持ち主が居住中であり、転居の完了までは取得ができない状態であった。4 ⽉初旬に契約ができるよ
う、不動産会社を交えて調整を⾏った。 

■⽀援⼈材の育成 
 ①ボランティアの継続率向上、②活動への関与の深化と専⾨家、③関わる⼈数の増加の３点を⽬指し、資⾦分配団体を交え、現在のボランティアコーディネ

ートにおける課題の洗い出しと今後に向けた進め⽅を検討する機会を３回設けた。そこでの検討を踏まえ、これまで団体として実施してきた「⼈材養成講座」
の実施⽅法やプログラム内容の⾒直しと、現在活動しているボランティアとの意⾒交換会を実施した。その結果ボランティアから、活動の継続のためには知
識やアドバイスが得られる機会が欲しいとの意⾒が寄せられたため、スタッフどうしの交流会を開催(年度内に 2回：1/26と 3/8)したほか、活動に関する意
⾒交換、全国研修の内容共有・学び合いの実施を⾏った。 

■企業など、関連機関との⽀援ネットワークの構築 
地元のロータリークラブと年度内に 5 回の意⾒交換会を開催した。就労⽀援や訓練の受け⼊れ等具体的な話にはつながらなかったが、団体の近況を伝え、先
⽅と協⼒の可能性を探している段階にある。シェルター・アフターケア等において出産時期が重なる利⽤者が多い旨を伝えたところ、⼦育てのための準備⽤
品等の寄贈を受けるなど、物資⾯での協⼒をいただけた。 
また JCNEのグッドガバナンス認証を取得したことから「Amazon『みんなで応援』プログラム」
https://www.amazon.co.jp/b?ie=UTF8&node=8459883051 への登録ができ、欲しいものリストを⾒た全国の⽅からの物資の寄贈が相次いだ。匿名の⽅以
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外にはお礼状を送るなどの接触を持っており、新たな⽀援者の開拓に繋がっている。この経験をさらに他の団体へ紹介したところ、同様にプログラムへの
参加を⾏い物資の寄贈につながったと聞いており、団体間での情報交換や連携の機会も深まっている。 

7.資⾦計画に関する報告 
① 資⾦計画どおりの執⾏状況ですか。 ： 計画どおり進んでいる ／ 計画より遅れている ／ その他（    ） 
→①で「計画どおり進んでいる」以外を選択した場合の理由：年度内に購⼊予定であった拠点物件の調達に遅れがあった。ほか、新型コロナウイルス感染症の
拡⼤から、対⾯で実施予定であったボランティア養成講座の開催を中⽌し、次年度以降の開催とすることとした。資⾦は繰り越しを⾏う。 
② 報告年度に⽤意する予定だった⾃⼰資⾦は集めることができましたか。： 計画より進んでいる ／ 計画どおり進んでいる ／計画より遅れている 
→②で「計画より遅れている」を選択した場合の理由：年度内は⾃⼰資⾦の調達予定なし。 
8.報告期間における課題と次年度にむけた取り組み 
■拠点の整備 
当初予定となる 2020 年度内の物件取得は達成できなかったが、4 ⽉ 1⽇付で購⼊し、2021年度から本格的に整備及び活⽤を始める予定である。コロナ追加
枠で購⼊するパーテーション等を⽤いて施設内の整備を⾏うほか、中間評価を通じて作業療法⼠からのアドバイスを受けつつ、訓練や⽣活に適した環境を整
えることを予定している。 

■⼈材養成講座 
コロナの影響で開催⾒送ったが、その間に現在のボランティアへのヒアリング等を実施できたことで、講座内容の⾒直しやブラシュアップを⾏い改善へつな
げていく予定である。コロナ追加枠でオンライン対応設備を導⼊することもあり、オンライン上での実施⽅法について検討を⾏い、2022 年 1 ⽉ごろより再
開を予定している。 

■企業など、関連機関との⽀援ネットワークの構築 
 JANPIA からの紹介により、岡⼭に本社を置く株式会社ベネッセコーポレーションとの間で⼦どもたちへの学習⽀援を⾏うボランティアプログラムの開発に
ついて意⾒交換が本格的に始まった。同社との間で⽀援プログラムの基盤を構築した後、広く岡⼭県内の他の企業や学⽣ボランティア等の募集を⾏い取り組
みを広げていくことも視野に、協議を進めて⾏く予定である。 

9.広報に関する報告 
・物件情報募集のための公告を実施したのみであり、事業費を⽤いた本事業の広報等は⾏わなかった。 
・今後拠点が整備できることを踏まえ、2021年 5 ⽉に発⾏するニュースレターでは、新しい拠点の紹介やボランティアと実施した交流会の開催報告等について
特集を予定している。本ニュースレターについては会員と寄付者へ個別に送付するほか、団体のサイトへ掲載し公開することを予定している。 

・拠点が機能し始めるタイミングで、県内の児童養護施設や関連機関へ周知案内を⾏うことを予定している。 
10.規定類の整備に関する報告 
① 事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。： 完了 ／ 整備中 
② 整備が完了した規程類を webサイト上で広く⼀般公開していますか。： 全て公開した ／ ⼀部未公開 ／ 未公開 
→②で「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇： 
③ 変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。： はい ／ いいえ ※変更なし(3 ⽉に就業規則改訂、4 ⽉届け出予定) 
→③で「いいえ」を選択した場合の理由： 
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11.ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
① 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。： はい／いいえ 
→①で「いいえ」を選択した場合の理由： 
② 内部通報制度は整備されていますか。： はい ／ いいえ 
→②で「はい」の場合は、設置⽅法（複数選択可）： 内部に窓⼝を設置 ／外部に窓⼝を設置 ／JANPIAの窓⼝を利⽤ 
③ 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。： はい ／ いいえ  
→③で「いいえ」を選択した場合の理由： 
④ 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか。： はい ／ いいえ 
→④で「いいえ」を選択した場合の理由： 
⑤ コンプライアンス委員会（※）は定期的に開催されていますか。： はい ／ いいえ ※不正⾏為なし 
※コンプライアンス委員会を設置していない実⾏団体は、担当部署または担当者に報告の対象となる不正⾏為を資⾦分配団体に報告済かを回答してください。 
報告の対象となる不正⾏為とは、資⾦分配団体-実⾏団体間の資⾦提供契約書第 15 条に定めるものです。 
→⑤で「いいえ」を選択した場合の理由：  
⑥ 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む）： 内部監査を実施(5/17)／外部監査を実施／実施する予定がない 
→⑥で「実施する予定がない」を選択した場合の理由：  
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14.活動の写真 

ボランティアとの情報交換会 

 


